
東京都障害者ピアサポート研修 ファシリテーター用手持ち資料（案）

獲得目標
●ストレングスなどの重要な視点を確認した上で、自身の経験の効果的な伝え方を学ぶこ
とで、ピアサポートの専門性の活かし方を理解する。

１１

演習②ピアサポートの専門性の活用

＜事例を通じたディスカッション＞

～～以下、ディスカッション時の視点（参考）～～

・Rさんはどういう人でしょう。想像してみましょう。

・RさんのストレングスとRさんの環境のストレングス

を見つけてみましょう。

・Rさんの思いに寄り添いながら、Rさんにはどんな支

援が必要か考えてみましょう。

・Rさんに伝えたいあなたの経験を考えてみましょう。

ファシリテーターからの
「振り」の投げかけ（例）

・「正解は１つとは限りません。みんなで自
由に意見を出し合いましょう！」
・「Rさんの思いがなんなのか、どこにある
のか気が付くのが大事なポイントです」
・「自由にこれまでのご経験をお聞かせくだ
さい。失敗談だって１つの大事な経験です」
・（ピア・専門職それぞれで意見が出たら）
「ピアの立場からはそうですね。専門職の立
場からそういう考えも出ますね。他の人はど
う思いますか？」

設問 ディスカッションを円滑に進めるために

想定される
懸念

「長い事例をいきなりを出
されても、すぐに理解する
ことは難しいです」

（本スライドの内容は、研修実施に当たり、ファシリテーターを担っていただく方に手持ち資料として提供することを想定しています）

障害者

ファシリテーターのポイント

①（事務局）事例の時系列や登場人物を、文章だけではなくフ
ロー図や人物相関図にして、わかりやすく示す。
②（事務局）受講者が、事例を事前に読み込めるように、資料
の事前配布
③（ファシリテーター）当日、受講者の事例への理解度を確認し
ながら、意見交換を進める。

対処法

当事者の状況に応じた適切な支援(*)のあり方や経験の引き出しの選び方を、グループで
一緒に考える。*（可能であれば）インフォーマルな支え合いの場・機会への想像力も働かせられると良い

令和４年２月１０日第５回東京都障害者ピアサポート研修カリキュラム検討委員会資料４



東京都障害者ピアサポート研修 ファシリテーター用手持ち資料（案）

獲得目標

●ピアサポーターは多様なサービスにおいて配置されているが、どのような障害福祉サー
ビスがあるのかを具体例を通して理解する。また、それぞれの事業において、ピアサポー
ターがどのように活躍しているか、活躍ができるかを検討する。

１２

演習③関連する保健医療福祉施策の
仕組みと業務の実際

1. 「自分だったら、これまでの経験を活かしてこ
の機関（事業所）で働いてみたい」というところ
はありますか？
２．自分自身が利用したことがなかったり、あま
り知らないサービスについて、詳しく知るにはど
うしたら良いでしょうか？グループ内で情報を共
有してみましょう

１．「相談支援事業所で、身体障害の当事者の方
の地域移行に従事してみたい。」「居宅介護事業
所で、精神障害の当事者の方の自宅に訪問して家
事援助や介護を経験してみたい。」
２．自治体窓口・HPでの情報公開・会議傍聴
実際に制度を使っている当事者・ピアサポー

ターからの直接の情報提供など

設問 回答例

想定される
懸念

（本スライドの内容は、研修実施に当たり、ファシリテーターを担っていただく方に手持ち資料として提供することを想定しています）

ファシリテーターのポイント

ファシリテーターとしての対処法

参加者それぞれの業務の実際を語ってもらい、多様な障害福祉サービスでピアサポート
が活用されるように、情報交換の場として活用してもらう。

「グループ内に同じ障害領域/サービ
ス事業所の人がいないので、あまり参
考にならないと思うのですが…」

障害者

「自分自身が利用したことがなかったり、あまり知らない
サービスについて知る良い機会と捉えていただければと
思います。ピアサポーターにとっては自分自身の活躍の
場を広げるきっかけになるかもしれませんし、当事者の
方から問い合わせを受けた時に対応できるヒントになる
かもしれません。」
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東京都障害者ピアサポート研修 ファシリテーター用手持ち資料（案）

獲得目標
●労働者としての権利の行使や支援者として働くに当たっての倫理について、具体的事例
を通して考える。

１３

演習⑤ピアサポーターとしての働き方
（本スライドの内容は、研修実施に当たり、ファシリテーターを担っていただく方に手持ち資料として提供することを想定しています）

ファシリテーターのポイント 講義で学んだ「労働者としての権利と法律」と「倫理基準」の内容に立ち返りながら、
グループ内で意見を出し合い適切な対応を検討できるようファシリテートする。

想定される
懸念 「初めて働くので、ピアサ

ポーターの方の働き方に
ついて、イメージを持ちづ
らいです」

障害者

対処法

①（事務局）ピアサポーターの実際の働き方を、わかりやすく示す。
②（事務局）受講者が、事例を事前に読み込めるように、資料
の事前配布
③（ファシリテーター）当日、受講者の事例への理解度を確認し
ながら、意見交換を進める。

講義で聞いた内容に関連して、過去に実際に困ったことはありました
か？また、その時、どのように解決しましたか？
【労働者としての権利の行使】と【支援者として働くに当たっての倫
理】のそれぞれについて、話し合ってみましょう。
【労働者としての権利の行使】ディスカッション例
・ピアサポーターとして働いてすぐに自分の強みを活かした役割をも
らえないと感じてしまった人がいたら…
どうすれば良い？当事者のピアサポーター・周囲の職員それぞれの視
点で考えてみましょう

【支援者として働くに当たっての倫理】ディスカッション例
・利用者のＧさんから「誰にも言わないで」と前置きされたうえで、
他の利用者に数万のお金を貸していることを相談されましたら…
・同僚で守秘義務違反をしている職員がいたら…

・労働者としての権利や倫理に関する適
切な知識を持っておくことが大切
・ピアサポーターと管理者間など、職員
間でのコミュニケーションを日頃から
しっかりと取って、お互いに信頼関係を
築き、困ったことがあったら相談できる
職場づくりしておくことが大切
・いざという時に相談できる行政窓口も
押さえておきましょう（労働基準監督署
など）

設問 回答例
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東京都障害者ピアサポート研修 ファシリテーター用手持ち資料（案）

獲得目標
●自分自身と向き合うことの大切さと自分自身を大切にすることの意味を再認識する。過去の失敗などを
通して、ピアサポーターとして働くことで陥る葛藤ややりがいを共有し、対応について一緒に考える。

１４

演習⑥セルフマネジメントとバウンダリー
～ピアサポーターが葛藤しやすい状況～

１．自分の障害、病気や薬を理解するためにして
いる方法は何でしょうか？

２．あのとき他者との適切な境界線と距離感（バ
ウンダリー）を意識していればよかったとふりか
えることはありますか？

１．「研修やワークショップへの参加を通じて、
職場外でも当事者同士の繋がりを持つ」
「インターネットや書籍からの情報収集」

２．「利用者から金銭上の悩みを相談され、つい
お金を貸してしまった」
（⇒素早く職場の上司に相談するなど、適切な対
応を取ることが必要です）

設問 回答例

想定される
懸念

2.「自分は当事者の気持ちがとても
良く分かるし、経験を活かして寄り添
いたいと思っているので、境界を引く
なんて冷たい対応はできません…」

（本スライドの内容は、研修実施に当たり、ファシリテーターを担っていただく方に手持ち資料として提供することを想定しています）

障害者

専門職

2.「バウンダリーを意識すべき具体的
な場面を想像しにくいです…」

ファシリテーターのポイント

2.「バウンダリーは、他人の問題を自分の問題にしない
ため、他人がやるべきことを自分が背負わないために、
意識すべき大切な考え方です。『私』と『あなた』は別の
人間で、異なる価値観を持っている、ということを前提に、
尊重し合える関係性を築きましょう。」

ファシリテーターとしての対処法

2.「どんな時に、日常や仕事の人間関係でジレンマを感じ
ますか？」

バウンダリーは、ピアサポーターだけでなく日常や仕事の人間関係を維持する上でも役
立つことを認識してもらう。バウンダリーは、いつも同じとは限らず対人関係によって変化
する（共通解はない）ものであるということを知ってもらう。
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東京都障害者ピアサポート研修 ファシリテーター用手持ち資料（案）

獲得目標

●チームとは何か、また、チームの一員としてピアサポーターが働くために留意すること
や役割について学ぶことで、所属機関（チーム）におけるピアサポーターの役割と協働に
おける留意点を理解する。

１５

演習⑦チームアプローチ

１．ピアサポーターが協働するチームの構成員に
ついて考えてみましょう
２．チームによる支援において、ピアサポーター
が他の職種の専門職と協働していくために、どの
ような工夫をしていくことが考えられますか
３．チームにおけるピアサポーターの役割につい
て考えてみましょう

１．相談支援専門員、サービス管理責任者、同僚
の専門職、看護師などの医療スタッフ など
※障害領域などに応じて様々なチーム構成が考え
られる
２．専門性を相互に理解し尊重すること、情報を
共有し合い利用者に対する共通の理解を持つこと
など
３．「障害や病気の経験から得た生活の知恵を、
利用者本位の支援に活かす役割」

設問 回答例

想定される
懸念

1.「支援者としての経験の浅い自分
が、一人の専門職として活躍できる
か不安です…」

（本スライドの内容は、研修実施に当たり、ファシリテーターを担っていただく方に手持ち資料として提供することを想定しています）

障害者

専門職

2.「チームで働く上で、周囲の専門
職が気を付けることは何でしょうか？」

ファシリテーターのポイント

1.「当事者としての今までの経験を、ピアサポートに活か
すことができます。」

ファシリテーターとしての対処法

2.「たとえば、利用者が自らの希望を表明したり支援を選
択したりする機会を作り、ピアサポーターと一緒に当事者
本位の支援をすること。それから、極力職場の一部の人
にしかわからないような専門用語を多用することを避けるこ
と。ピアサポーターと専門職との協働に向けて必要なことを、
皆で一緒に考えてみましょう。」

当事者のための適切な支援に繋がる協力関係を皆で築けるよう、講義で学んだチーム
ワークの意義やそれぞれの役割を振り返る。
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６ ピアサポートを活用する技術と仕組み

獲得目標

●ピアサポーターにとって働きやすい職場とはどのような職場なのかを
考える。一緒に働く職員にとって働きやすい職場とはどのような職場な
のかを検討し、尊重しあえる関係性をつくっていくことの重要性を理解
する。

１６

時間 ４０分

出所：平成30年度 厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業（身体・知的分野））
障害者ピアサポートの専門性を高めるための研修に関する研究 専門研修テキスト

対象 専門職

東京都障害者ピアサポート研修 専門研修 概要
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伝えたいこと 講義の構成

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
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る
こ
と
で
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利
用
者
に
対
し
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だ
け
で
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く
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組
織
に
対
し
て
も
良
い
変
化
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 ピアサポーターが組織の人々に及ぼす効果

➢ サービスを提供するチームが、本人中心のチームになる。

➢ スタッフの利用者に対する理解が促進される。

➢ ロールモデルとしてピアサポーターを見ることで、スタッフもリカバ

リーの概念を理解できるようになる。

➢ 利用者のリカバリーに対して肯定的に捉えられるようになり、リカバ

リー支援に向けての行動がなされやすくなる。

➢ ピアサポーターは、当事者であると同時に雇用されているスタッフで

もあることで、スタッフと利用者の架け橋となることができ、スタッ

フと利用者がお互いをより理解する助けとなる。

１７

東京都障害者ピアサポート研修 専門研修 概要

６ ピアサポートを活用する技術と仕組み
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伝えたいこと 講義の構成
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 ピアサポーターが勤務先の職員に望むこと（国テキストより：上位３）

➢ 病気・障害への理解

➢ 人として尊重してくれること

➢ ピアの専門性への理解

 ピアサポーターが勤務先の職員にもっと身に付けてもらいたいこと

（国テキストより：上位３）

➢ 職員同士の協働・チームでの支援の方法

➢ ピアの専門性への理解

➢ 病気・障害への理解

１８

東京都障害者ピアサポート研修 専門研修 概要

６ ピアサポートを活用する技術と仕組み
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